
Iゼロごみ推進課　
J（55）4266

生ごみの自家処理による排出量の抑制や再資源化の推進を図るため、生ごみを土に返す専用の容器「キエーロ」
　「トラッシュファミリー」の購入助成制度を始めます　
C1世帯および1事業所につきキエーロは2基まで。トラッシュファミリーは4基まで（いずれも先着順）　
Hゼロごみ推進課（Lでダウンロード可）で配布の申請書を6月1日㈮から直接または郵送で

目指せ生ごみ減量！

6月から「キエーロ」「トラッシュファミリー」購入助成スタート！

施設名

【販売数】
50基
【個人負担金】
黒土110ℓ付き 5,000円
本体のみ　　　 3,000円

■キエーロ

使い方
キエーロに黒土約110ℓを入れる。穴
を掘り生ごみ（茶碗３杯分くらいまで）
を入れ、水を500㎖以上注いで埋める。
1週間～10日間で生ごみが分解される

【販売数】
40基
【個人負担金】
本体のみ 750円

■トラッシュ
　ファミリー

使い方
地面に50㎝ほど穴を掘る。トラッ
シュファミリーを埋めて生ごみを
入れる。生ごみと土を交互に重ね、
満杯にする。1～2カ月で熟成し分
解が完了する

〈 申し込みの流れ 〉

〒059-1364  字沼ノ端2-25
ゼロごみ推進課
J（55）4266　　K（55）3929

窓口・電話などで申し込み

申込書記入・提出

決定通知

個人負担金支払い

ゼロごみ推進課に連絡

自宅に配達または引き取り

申し
込み先

■見守りを必要とする方へ（おおむね65歳以上の方）
●①緊急通報システムの貸与
　急病時、緊急時に対応が困難な1人暮らしの高齢者や高齢者
のみの世帯を対象に、緊急ボタンにより消防署に通報できる
「緊急通報システム」を貸与します。利用には固定電話回線、
原則2人以上の協力員が必要です。
※65歳未満で重度身体障がい者のみの世帯の方は、障がい福
祉課でも相談を受けています
●②ふれあいコール
　日常の安否が気遣われる高齢者に、相談員が定期的に電話を
かけて安否の確認や励ましの声掛けを行います
●③救急医療情報キットの配布
　救急車を要請した際の救急活動に生かすため、かかりつけ医
療機関、緊急連絡先などの情報を保管するための筒やシール
などを配布しています
●④愛の一声運動
　高齢者で安否確認が必要と認められる方を対象に、乳酸菌飲
料販売会社の販売員が声を掛けながら乳酸菌飲料を届けます
●⑤在宅高齢者給食サービス
　食事の準備が困難な方の自宅へ夕食を
　届けます（月～土曜日）

高齢者向け福祉サービスのご案内
@I●①●②●③●⑥市総合福祉課  @J（32）6345　●④●⑤社会福祉協議会  @J（32）7111
　●⑦●⑧●⑨市介護福祉課  @J（32）6340

■70歳以上の方へ
●⑥高齢者優待乗車証の交付
　1乗車100円で道南バスの市内路線バス（一
部郊外路線の市内区間乗降者を含む）を利用
できる優待乗車証を交付します。フリーパス
（1カ月分2千円から）も販売しています
■ご家族の方へ
●⑦紙おむつの給付
　紙おむつが必要な方を在宅で介護する家族の
方に、紙おむつを給付します　
※原則1割自己負担（上限額あり）
●⑧寝具クリーニング
　在宅で寝たきり状態の方の寝具を年2回まで
クリーニングをします　
※原則1割自己負担
●⑨家族介護慰労金の支給
　過去1年間、要介護4または5と認定されていて、
介護保険サービスを利用していない方を在宅
で介護している家族へ10万
円の慰労金を支給します　
※所得制限あり
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